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１．はじめに

　2005年頃に年金資金がWTI（ウェスト・テキ

サス・インターミディエート）に流入していると

いうことを聞き、なぜ年金の資金が入っているの

だろうと疑問に思った。原油価格だけではなく不

動産も含めてバブル化が進んでいた時代でありこ

れは問題だと思っていたところ、その後08年に

リーマンショックが発生した。このときに私自身

何となく嫌な予感を抱いていてそれが的中したの

である。16年も08年当時と同じように嫌な雰囲

気がしている。金融の力は一晩にして国を崩壊さ

せる力を持っているというが、まさしくリーマン

ショックは一晩にして世界を変えてしまった。私

は、経済の変調や破綻が一国の政治や世界全体の

安全保障にどのような影響を与えるのかが注目点

であると思っている。80年代のレーガノミクス

から、「世界経済は資産効果で成長させトリクル

ダウンで富を回す」という構造に変わり、第１次、

第２次石油ショック後のように原油価格が下がっ

ても先進国には有益になっていない。むしろ原油

先物は国際金融商品と言っても過言ではなく、原

油先物が下がればそれに連れて株も債券も下が

る。資産価値が下がれば逆資産効果が生じて経済

も変調することになるが、今まさしくそのような

事態が起きているのだと思う。更に私は著書の中

で金融危機が来るのではないかと書いたが、シェ

ール企業が発行している大量のジャンク債がデフ
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